


昭
和
白
年
第
2
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
会
期
を

3
月

〈

い

9
日
か
ら
却
日
ま
で
の
匂
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
巴
の

3
月
9
日
と
翌
叩
自
に
は
、
提
案
さ
れ
だ
昭
和

一
位
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
却
議
案
の
提
案
理
由
説
明
や
議

山

）
案
の
細
部
説
明
ガ
行
わ
れ
、
旬
日
の
質
疑
を
経
て
、
所
管
の

…

ん
各
常
任
委
員
会
に
旬
託
さ
れ
ま
し
だ
。

…

さ
ら
に
、
日
日
に
は
全
員
協
議
会
を
聞
き
、
上
程
案
件
に

川

〉
対
す
る
具
体
的
芯
協
議
ガ
行
わ
れ
、
何
回
に
は
、
刊
は
人
の
議

〉

門
員
か
ら
町
政
に
対
す
る
代
表
質
問
な
ら
び
に

一
般
質
問
ガ
行

川

一
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
げ
白
か
ら
の
各
常
任
委
員
会
で
は
、

）
総
務
教
育
委
員
会
ガ

4
日
間
、
産
業
建
設
委
員
会
ガ

3
日
問
、

〈
環
境
厚
生
委
員
会
ガ
2
日
間
巳
わ
だ
り
、
旬
託
案
件
の
審
査

川

J

ガ
行
わ
れ
ま
し
た
。

J

そ
し
て
、
最
終
日
の
初
日
に
は
、
本
会
議
を
再
開
し
、
「
委

～

へ
員
長
報
告
し
、

「委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
L

、
ー
討
論
L

1

採
決
」
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
。

い

そ
の
後
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
選
任
す
る
た
め
同
仰

〈
意
を
求
め
る
件
及
び
教
育
委
員
を
任
命
す
る
だ
め
同
意
を
求

門

H

め
る
件
に
同
意
す
る
と
と
も
に
、
「
下
山
用
水
組
合
議
会
議

）

九
員
」
「
舟
見
中
学
校
組
合
議
会
議
員
」
の
選
挙
2
件
ガ
執
行

川

ー
さ
れ
、
新
た
怠
組
合
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
だ
。

最
後
に
、
議
員
提
出
・議
案
、
水
田
農
業
を
守
り
農
業
を
振
興

一

川
す
る
基
本
政
策
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書
し
が
上
程
さ
れ
、

J

原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
口
巴
聞
に
わ
た
る
3
月
議
会
定
例

一

一
会
ガ
閉
会
し
ま
し
た
。

一

て
い
る
簡
易
水
道
の
地
下
水
が
枯
渇

現
象
に
あ
る
た
め
、
新
た
ら
水
源
適

地
に
よ
る

「さ
く
弁
工
事
」
を
早
急

に
実
施
さ
れ
た
い
。

次
に
、
請
願
l
件

「水
田
農
業
を

守
リ
従
業
を
仮
興
す
る
法
本
政
策
の

係
立
に
つ
い
て
」
の
裕
査
結
果
は
、

願
意
妥
当
と
認
め
、
採
択
に
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
c

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
会
案
件
は
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
、
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

－
叫
村
「
議
採
語
道
外
泊
料
d
d州の

要
望
意
見
が
あ
リ
ま
し
た
。

－

泊
病
院
の
効
率
的
な
看
護
体
制

を
自
給
し
た
病
棟
改
築
計
画
と
ム
H

わ

せ
、
外
壁
の
損
傷
が
精
し
い
点
を
勘

楽
し
、
同
十
九
一
心
に
外
的
＋
納
修
工
事
の
完

成
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

E
泊
病
院
の
経
営
健
全
化
に
向
け

て
治
笑
に
成
m戒
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る

努
力
に
刈
し
、しれ
附
く
評
価
し
ま
す
が
、

今
後
と
も
戦
円
以
の
巡
正
配
置
に
努
め

る
な
ど
、
義
務
的
経
費
の
抑
制
に
鋭

意
取
り
組
ま
れ
た
い
。

3

同
氏
他
版
似
険
特
別
会
計
の
厳

し
い
財
政
邸
境
に
鑑
み
、
保
険
税
の

滞
納
経
理
を
凪
る
な
ど
、
財
源
確
保

に
務
め
ら
れ
た
い
。

4

保
育
対
象
児
童
数
の
減
少
に
伴

う

1保
育
刈
統
合
計
阿
の
早
期
策
定

と
併
せ
て
効
率
的
な
保
育
行
政
を
推

進
し
、
保
脊
料
の
軽
減
化
に
努
力
さ

L

：
、
。

4
4
9ム
’
v

抗
議
三
一被
質
問
バの
引
か
万

一

3
月
議
会
で
は
、

は
人
の
議

員
か

ら
ぬ
件
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の

の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。

採
択
の
請
願
・
陳
情

願
意
実
現
に
努
力

芹
実
白
羽

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

底
F
F
s
r
g

議
会
で
係
択
さ
れ
た
請
願

・

陳
情
の
願
窓
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が

難
か
し
い
こ
と
は
、
十
分
に
埋
解
て

き
ま
す
が
、
問
山附十事
業
を
は
じ
め
問
・

県
に
関
わ
る
事
業
へ
の
願
意
上
達
の

努
力
が
足
ら
な
い
面
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
町
長
が
特

ι立
を
注
い
で
お
ら
れ

る
「
視
か
い
心
の
通
う
問
政
」
の廿所

本
的
な
考
え
方
か
ら
一
言
っ
て
J
U

、
願

立
笑
岐
に
円
以
大
限
の
努
力
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
考
え

を
お
聞
き
し
た

い
。

答

弁

議
会
で
係
択
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
の
取
リ
扱
い
に
つ
い
て

は
、
川
和
に
儲
ぶ
し
、
町
の
予
算
で
刈

応
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
財
政
の

詐
さ
れ
る
範
囲
で
、
逐
次
樹
立
中
火
現

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
聞
の
み
で
刈
応
で
き
な
い

卒
業
に
つ
い

て
は
、
国

－
mm
に
術
依

指~＇－

j般
若恋

愛；
裳：
審
議官
業除？
一

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
案
件
の
フ
ち
、

議
楽
第
刊
号
及
び
議
集
第
初
号
に
つ

い
て
は
、
条
例
改
正
内
容
に
問
題
点

が
あ
り
、
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
、

そ
れ
以
外
の
付
託
案
件
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
奈
審
査
の
過
総
で
次
の

要
望
立
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

現
存
、
転
作
に
よ
る
休
桃
聞
の

有
効
利
用
の

一
環
と
し
て
、

一
部
の

小
学
校
を
除
き
、
勤
労
体
験
学
習
が

意
欲
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
汗

し
て
働
く
精
神
溺
養
と
心
身
の
他
会

育
成
の
見
地
か
ら
、
拡
充
強
化
に
努

め
ら
れ
た
い
。

2

本
庁
内
の
包
括
応
待
や
来
客
に

接
す
る
と
き
に
町
民
の
務
仕
者
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
な
ど
、
公

務
員
倫
禦
の
意
識
高
織
を
図
る
た
め

の
職
員
研
修
に
鋭
意
取
リ
組
ま
れ
た

次
に
、
陳
情
3
件
「
県
文
化
財
指

的
に
働
さ
掛
け
る
と
と
も
に
、
制
度

そ
の
他
の
改
苔
に
つ
い
て
は
、
町
村

会
等
を
通
じ
て
そ
の
尖
現
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
総
合
計
画
の
見
直
し

3
年
毎
に
見
直
す

質

問

昭
和
印
年
度
に
町
．
μ
に
符

申
さ
れ
た
新
総
合
計
阿
は
、

将
来
の
朝
日
町
を
築
く
付
格
と
な
る

も
の
で
す
が
、
円
高
不
況
や
補
助
金

削
減
な
ど
悶
の
財
政
機
椛
も
松
倹
則

を
迎
え
て
い
る
厳
し
い
財
政
環
吸
を

勘
案
す
る
と
、
新
総
ム
刊
計
画
の
見
筒

し
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
、
え
ま
す
。

お
考
え
は
。

答

弁

ご
指
摘
の
と
お
リ
、

地
力

財
政
を
取
リ
巻
く
環
境
は
、

一
段
と
厳
し
さ
を
憎
し
て
い
る
状
況

で
す
。
昭
和

ω年
度
に
指
定
し
ま
し
た
新

総
合
計
阿
は
、
経
済
の
動
向
に
つ
い

て
は
低
成
長
を
前
提
と
し
た
財
政
計

両
に
基
づ
く
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
地
計
州
の
似
幹
いや
裟
は
、
3
年
ご

と
に
見
直
す
ロ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
録
用
し
、
諸
情
勢
の
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
財
政
計

朝日町新総｛t~l·！（~1

町

鋼府側・2q長s”

候j

定
に
伴
－フ
助
成
に

つ
い
て
」
「
国

家
機
密
法
の
制
定
反
対
に
つ
い
て
」

「非
核
宣
言
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般

の
状
況
を
勘
案
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
継

続
審
去
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。産

業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
条
件
は
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・
象
認

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
筏
で
次
の

要
望
意
見
い
か
あ
り
ま
し
た
。

1

円
高
不
況
に
よ
る
税
収
の
伸
び

悩
み
ゃ
各
検
補
助
金
の
削
減
ら
ど
、

厳
し
い
財
政
環
境
を
勘
案
し
、
内
水

面
等
に
交
付
し
て
い
る
補
助
金
の
見

直
し
を
行
う
な
ど
、
効
率
的
な
財
政

運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

包

地
域
経
済
め
活
性
化
な
ら
び
に

人
口
定
着
化
の
見
地
か
ら
、
宅
地
造

成
を
故
章
一点
課
題
と
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

3

宮
崎
地
区
の
飲
料
水
を
供
給
し

耐
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
配
意

し
な
が
ら
卒
業
計
酬
を
梢
尖
に
遂
行

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

泊
病
院
の
経
営

チ
ー
ム
医
療
の
充
実

質

問

町
長
は
、
昭
和
白
年
度
下

鮮
の
川町
ψ

米側
川．山
説
川
の
中
で
、

泊
荊
院
の
経
営
健
全
化
に
向
け
て
職

員
の
適
正
配
置
、
看
護
単
伎
の
見
直

L
、
業
務
内
叶
合
的
再
点
検
る
と
組
織

の
効
中
的
な
い
述
甘
や

mw州
の
充
実
を

図
る
と
きけ
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
泊
病

院
の
経
営
の
根
幹
で
あ
る
院
し
削
の
峨

保
と
定
務
化
を
笑
現
し
な
い
か
W
ご
り

問
題
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
お
考
え
は
。

答

弁

病
院
経
営
は
、
医
師
の
係

保
が
必
須
条
件
で
あ
り
、
治

病
院
で
も
昭
和
則
年
度
に
外
利
医
師

の
定
品
を
実
現
し
、
さ
ら
に
附
相
臼

年
度
で
産
婦
人
科
侠
削
の
1
年
勤
務

を
2
年
に
改
善
す
る
な
ど
努
力
し
て

い
る
と
－
｝
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
地
域
に
渇
し
た
診
療

科
自
の
医
師
定
治
化
を
図
リ
、
チ
ー

ム
医
療
の
充
実
に
向
け
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
た
い
と
F
Jえ
て
い
ま
す
。

中
級
農
家
の
育
成

今
後
と
も
推
進

質

問

税

引

外

一同
に
比
べ
て
日

本
の
米
作
生
産
価
格
が
」
出
向
く
、

可
決
さ
れ
た
も
の

昭
和
白
年
度
予
算

－
朝
日
町

一
般
会
計
予
算

－
朝
日
阿
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

－
朝
日
町
老
人
保
健
医
擦
事
業
特
別

会
計
予
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

笹
川
診
療
所
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

境
診
療
所
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

山
崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

・
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等
事

業
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別

会
計
予
算

－
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計

予
算

・
朝
日
町
保
健
文
化
賞
基
金
特
別
会

計
予
算

－
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
予
算

昭
和
引
年
度
補
正
予
算

－
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

7
易
J

）

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号）

・
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
繍
正
予
算

〈第
2
号）

－
朝
日
阿
南
保
外
二
地
区
湖
水
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第

1
号）

－
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号）

~ 
フR

修U

－
朝
日
町
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
全
部
改

正
の
件

－
朝
日
町
職
員
定
数
条
例

一
部
改
正

の
件

・
朝
日
町
各
栂
委
員
会
委
員
世帯め

報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例
一
部

改
正
の
件

－
朝
日
町
の
総
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

－
朝
日
町
税
条
例
一
部
改
正
の
件

－
朝
日
町
立
保
育
所
条
例
一
部
改
正

の
件

・
朝
日
町
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

る
条
例
廃
止
の
件

－
朝
日
町
立
母
子
寮
設
置
条
例
廃
止

の
件
議
員
提
出
議
案

－
水
間
農
業
を
守
り
農
業
を
振
興
す

・
昭
和
白
年

5
月
号

＠



門官へ月別闘・回，ι・F哩ー冒，u 古河ー，Al!'J喧喧将
来
に
備
え
て
中
核
農
家
を
育
成
し
、

生
産
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
富
山
県
は
中
核
農
家
育
成
率

が
全
国
平
均
よ
り
も
低
い
。
県
内
の

あ
る
町
で
は
、
中
核
農
家
育
成
の
奨

励
金
を
交
付
し
て
い

る
と
側
聞
し
て

い
ま
す
＠

当
町
で
も
農
協
と
述
燐
し
、
良
地

の
流
動
化
と
中
紘
農
家
育
成
助
成
策

を
講
じ
る
考
え
が
な
い
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

答

弁

生
産
の
高
い
足
腰
の
強
い

営
内
肢
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

中
抜
農
家
の
育
成
と
中
核
農
家
を
核

と
す
る
地
域
営
農
の
推
進
が
最
も
重

要
で
す
。

当
町
で
は
、
中
核
農
家
育
成
の
た

め
に

「各
種
補
助
事
業
に
よ
る
機
械

導
入
の
助
成
」
を
は
じ
め
「
流
動
化

推
進
に
よ
る
中
舷
農
家
へ
の
農
地
の

集
積
」
、
「
農
地
等
取
得
資
金
貸
し
付

け
事
業
の
対
応
」
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も

よ
り

一
層

「
意
欲
の
あ
る
担
い
手
農

家
」
背
成
施
策
の
推
進
に
労
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
め
の
調
査
負
制
令
と
即
日解
し
て
い

ま
す
が
、
挫
築
物
の
雌
材
な
ど
の
処

即日
に
阿
っ
て
い
る
－M
が
お
ら
れ
る
現

状
か
ら
、
町
単
独
で
視
大
ゴ
ミ
集
械

場
を
建
設
す
る
考
え
が
な
い
か

答

弁

当
施
設
は
、
焼
棋
が
よ
き

〈
多
制
の
仰

Hmか
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
新
川
広
放
間
半
務
組
合

争
業
で
、
粗
大
ゴ
ミ
処
理
地
設
及
び

一
般
廃
業
物
絞
終
処
分
場
の
雄
投
を

進
め
て
い
る
と
も
｝
ろ
で
す
q

ま
た
、
山叫
M

柴
山
崎
川
門
下
に

つ
い
て
も

処
用
可
能
と
劣
え
て
い
ま
す

吾

川
改
修

」

最
大
限
の
努
力

質

問

h
J
川
の
改
修
は

刀

n
H
H
2

H
正
1
5

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

3
月
議
会
定
例
会
で
、
任
期
満
了

に
伴
う
固
定
資
産
評
価
審
貨
委
員
会

の
委
員
に
藤
田
党
平
氏
の
選
任
に
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

一一
藤

田
覚
平

氏

教

育

委

員

犬
田
和
夫
氏

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
股
置

設
周
此
の
方
向
で
努
力

質

問

我
が
町
の
道
路
の
玄
関
口

で
あ
る
と
と
も
に
花
と
練
の

全
国

一
を
目
指
す
富
山
県
の
玄
関
口

で
あ
る
北
陸
自
動
車
道
の
朝
日
イ
ン

タ
ー
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
に
潤
い

を
与
え
る
と
と
も
に
富
山
県
と
朝
日

町
の

P
R
を
兼
ね
て
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ヅ

ト
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
c

答

弁

現
在、

町
で
は
「
花
と
縁

め
銀
行
」
事
業
の
一
環
と
し

て
、
各
縄
公
共
施
設
に
フ
ラ
ワ
ー
ポ

ッ
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
設
置
に

あ
た
っ
て
は
、
施
設
管
理
者
の
了
解

と
維
持
管
理
に
賀
任
を
も
っ
て

い
た

だ
く
・
』
と
を
前
総
と
し
て
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
筒
所
に
つ
い
て
は
、
地

設
特
別内
者
と
協
議
の
7
え
、
設
置
の

方
向
で
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。宮

崎
・
焼
海
岸
の
観
光
開
発

積
極
的
に
取
り
組
む

従
来
、
レ
ジ

ャ
ー
の
中
心

は
山
で
し
た
が
、
近
年
の
所

得
水
俸
の
向
上
と
余
暇
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
山
か
ら
海
へ
と
移
行
し
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
近
く
リ
ゾ
ー
ト

法
案
が
国
会
へ
徒
出
、
ぐ
れ
る
－
』
と
も

あ
リ
、
白
崎

・
境
海
山
周
辺
の
観
光

開
発
に

つ
い
て
は
、
恵
ま
れ
た
向
然

質
問3

月
議
会
定
例
会
予
＼
教
育
委
員

に
犬
悶
和
夫
氏
を
任
命
す
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

下
山
用
水
組
合
議
会
議
員

下
山
用
水
組
合
議
会
議
員
の
任
期

は

3
月
況
日
で
梢
ア
と
な
る
た
め
、

3
月
議
会
主
例
会
で
制
円
町
選
山
の

臼
名
の
選
挙
を
執
行
し
た
結
来
、
次

の
打
々
が
引
退
さ
れ
ま
し
た
。

川
瀬

茂

（
下
野
）

井
口

一
郎

（廿
げ
の
ロ
｝

藤
田

覚
平

（
三
枚
紛
｝

林

一

雄

（棋
水
）

高

島

武

（高
橋
）

高
松

俊

夫

（
下
山
新
）

を
百
パ
ー
セ
ン
ト
生
か
し
た
プ
ラ
ン

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
具
休
的
に
は

ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

弁

宮
崎

・
境
海
仰
の
観
光
開

発
に
つ
い
て
は
、
滞
布
引

・

通
年
観
光
を
指
針
と
し
て
、
庁
内
の

J
a崎

・
境
海
岸
周
辺
開
発
整
備
推

進
委
員
会
」
の
中
で
、
基
礎
的
条
件

の
鞍
備
に
つ
い
て
調
交

・
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
と
リ
わ
け
、
水
対
策

・

用
地
確
保
、
施
設
の
誘
致
等
に
つ

い

て
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
日
年
度
に
買
収
し
た
国
鉄

遊
休
地
を
、
道
路
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
l
ド
、
駐
車
場
と
し
て
有
効
活
用

す
る
と
と
も
に
地
疋
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
な
が
ら
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
積
傾
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

国
体
誘
致
種
目

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
で

質
問

二
千
年
間
体
の
閉
山
県
鴨
川

川
庶
を
派
く
す
る
た
灼
の
砂
利
の
取

り
除
き

i
が
と
併
せ
て
、
川
川
の
は

修
仁
が
を
早
急
に
附仰いし
し
て
い
た
だ

き
、
た
い

答

弁

....寺JII釆改修部分

寺
川
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

議
会
で
し
段
々
ご
桁
摘
を
受

け
て
お
リ
、
中
E

町
の
治
水
付
仲
以
上
の

最
需
要
課
姐
と
し
て
、
河
川
管
迎
行

の
県
当
い
切
に
強
く
働
き
掛
け
て
い
る

し
＝
｝
ろ
で
す

今
後
、
さ
・り
に
附
係
州
民
の
ご
州

鮮
と
ご
協
力
を
叫

C
いから
μ
取
し
入
山
内

努
力
キ
し
た
い
と
r
fえ
て
い
ま
す

図
書
館
の
充
実

一

凶
書
の
時
間
外
返
納
制
に
努
力

質

問

泊
代
i
hMh
i

t
e
T
：
 川
文
化
の
パ

窪

野

博

（金
山
）

大
久
保
喜

一

（
窪
阻
）

白
井

秀
二

（舟
川
新
）

大
久
保
房
吉

（棋
町
｝

黒
坂
久
仁
治

（ヂ
柳
）

平

崎

久

松

（道
下
）

舟
見
中
学
校
組
合
議
会
議
員

向
川
口
凡
中
乍
校
組
合
議
会
議
只
の
任

期
は

3
月
白
日
で
満
f
と
な
る
た
め
、

3
月
議
会
定
例
会
で
例
日
町
選
山
め

3
名
の
選
挙
を
執
行
し
た
結
果
、
次

の
万
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

九

里

静

夫

（小
作
池
）

永

口

謙

治

｛花．
H
W
）

酒

井

祭

（山
崎
新
）

欽
に
向
け
て
、
近
く
必
務
局
を
設
置

す
る
な
ど
、
県
当
局
が
捕
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
聞
い

て
い
ま

す
。当
町
で
も
同
体
誘
致
極
円
を
具
体

化
し
、
他
の
市
町
村
に
遮
れ
を
と
ら

な
い
よ
う
に
関
係
機
関
へ
働
き
僻
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答

弁

二
千
年
国
体
の
誘
致
に
伴

う
朝
日
町
の
桂
自
誘
致
に
つ

い
て
は
、
昭
和
臼
年
度
に
策
定
を
予

定
し
て
い
る
「
朝
日
町
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ン
」
の
中
で
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
種
目
の
誘
致
に
あ
た

っ
て

み
み

...宮崎海岸の階段式額輝痩

朝
日
町
で
広
〈
鋭
し
ま
れ
て

い

る
伝
統
的
ス
ポ
ー
ツ
、
ま
た
は
誘

致

・
開
催
に
作

い
池
戚
に
棋
ざ
す

将
来
性
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

2

同
体
附
催
の
施
設
法
妙
に
見
ム
n

っ
た
施
設
に
応
じ
た
純
白

3

朝
日
町
の
選
手
が
出
場
で
き
る

よ
う
な
種
目

な
ど
を
基
本
に
関
係
団
体
と
協
議
の

う
え
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
大
ゴ
ミ
集
積
場

広
域
園
事
業
で
建
設

質

問

昭
和
臼
年
度
一
般
会
計
予

算
の
広
域
行
政
費
に
粗
大
プ

ミ
処
理
施
設
費
と
し
て

2
1
5
万

8

T
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

新
川
広
域
問
事
業
と
し
て
建
設
す
る

ロ
メ
ー
タ
ー
と
品
目
わ
札
ま
す
が
、
当

町
の
凶
引
け
館
削
刊
川
中
は
以
下
て
む
し
川
川

い
む
と
聞
い
て
い
ま
す
こ
の
こ
と

は
、
住
民
の
方
々
の
図
書
館
に
吋
す

る
関
心
が
高
い
ニ
と
を
示
し
て
い
ま

す
か
‘
今
後
と
2
U
M
刊
問
者
の
利
便
を

川
る
た
め
、
開
館
時
間
の
延

k
、
閲

覧
空
の
ω拡
張
、
図
書
館
服
民
の
培
υ
凡

な
ど
の
充
夫
策
令
品
じ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
十
お
考
え
を
ぷ
聞

か
ぜ
刷
い
ま
十

答

弁

M
A舵
の
開
館
時
間
刀
延

H
K
h

一
勺
い
て
は
、
’
？
の
と
こ

ろ
々
え
て
い
ま
せ
ん
が
‘
開
館
川
山

川
汁
の
刈
代l
L
M
『凶附司－
M

川
じ
て

5
る
本
川

1
i
l

，
．，
－】司’
・
4

t

t
剛

．

．

 
，E’1
”
 

を
抑
え
る
よ
7
努
力
し
た
い
と
忠
リ

て
い
ま
す

次
に
図
位
向
閲
弘
主
の
犯
A
取
に
う
い

て
は
、陥
附
慨
す
る
応
持
山
以
上
を
は
設
し
、

川
ん
従
例
代什
の
閲
覧
主
と
し
て
判
川
で

き
な
い
か
般

d
し
た
い

と
y
fえ
て
い

ま
す
。

中
小
ト
～

い
て
は

せ
ん
。

凶
吹
け
館
職
い
は
の
明
一
”
に
つ

九F
n
H

と
こ
ろ
F
fえ
て
い
ま

見る
替基
本

~ · Z空
似~ n 
立1芝

~ ~ 
~ · 

承
認
さ
れ
た
も
の

－
昭
和
白
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
6
号
）

同
意
さ
れ
た
も
の

－
朝
日
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
を
選
任
す
る
た
め
同
意

を
求
め
る
件

－
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を
任

命
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件

選
挙
さ
れ
た
も
の

－・の舟件下
件見山
中期
学 1t仁
枝組
組合
合議
誠会
会続
報員
長選
選挙
挙の

車
問
栢
山
内

園
田
＝
ロ
円
阻
崎
附． 
陳
’情

採
択
に
な
っ
た
も
の

－
水
田
農
業
を
守
り
農
業
を
撮
興
す

る
基
本
政
策
の
確
立
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

－
県
文
化
財
指
定
に
伴
う
助
成
に
つ

い
て

・
国
家
機
密
法
の
制
定
反
対
に
つ
い

て
・

「非
松
宮
一
宮
」
に
つ
い
て

新
教
育
長
の
抱
負

個
性
教
育
を
重
視

企図書館閲覧室

卓

司

叫仇トれ
の
教
育
は
成
績
万
能

Fe
F
E
l
 
－k
h北
で
、
人
間
性
向
は
か
な
即
．

件
と
教
養
が
欠
如
し
て
い
る
と
思
い

ま

r
そ
の
こ
と
か
、り、

詰
め
込
み

教
山
け
の
帥
片
山
小
川
と
し
て
決
む
－
－
ば
れ
に

よ
る
非
行
小
枝
川
以
川
刊
行
な
ど
が
城
わ

ハ
て
い
ま
す
ニ
の
問
題
は
、
倒

H

則
二
限
ら
ず
全
国
的
に
大
さ
な
礼
会

問
題
に
な

り
て

い
ま
す

ま
た
、

中l
川
て
は
小
川f
い伐
の
杭
九
H

問
泌
を
抱
え
て
お
リ
、
教
打
行
政
ば

仰
は
問
が
山
相
し
て
い
ま
す
。

新
教
行
民
的
地
れ
し
－
決
ぷ
を
お
聞

か
せ
断
い
ま
す
。

答

弁

ニ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
九
千

佳
作
所
u

．の
時
代
が
去
リ
、世帯
恒

川
崎
何
が
で
き
る
の
か
』
あ
る

い
は
「何

を
創
造
し
た
か
L

が
問
わ
れ
、
め
ま

ぐ
る
し
く
変
転
す
る
間
際
社
会
に
対

応
で
き
る
人
附、

そ
れ
に
作
－
7
弘
じ

ん
主
体
h
川
ほ
持
者
が
求
め
・
』
リ
れ
る
時

代
て
寸
そ
の
た
め
、．

一ト

一
作
れ
に
に
的
叫

す
る
城
在
の
下
供
・り
に
H

何
を
教
え
作

”何
を
育
て
て
い
く
の
か
”
を
明
備

に
す
る
・
』と
が
み
比
初
で
あ
る
と
ザ
え

J

、
い
も
エ
ト
9
3

ニ
れ
か
ら
は
、

今
ま
で
以
上
に
ド

T

A
等
の
協
刈
を
仰
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
身
え
て

い
ま
す

－
昭
和
川
区
年
5
月
号

＠
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大
化
改
新
は
、
従
来
の
氏
族
制
と
主

主

・
豪
族
に
よ
る
私
的
支
配
権
を
再

定
し
て
、
中
凶
の
律
令
制
度
に
な
ら

っ
た
公
地
公
民
制
を
実
施
し
、
中
央

集
権
的

・
官
僚
制
支
配
体
制
を
う
ち

た
て
た
地
方
制
度
で
は
、
金
問
を
畿
内
と

七
辺

（東
海

・
東
山

・
北
随
・山
陰
・

山
陽

・
雨
海

・
．内
海
）
に
わ
け
、
そ

の
下
に
凶
を
挫
て
、
凶
に
は
凶
？
を

泣
き
、
中
央
か
ら
高
官
を
派
遣
し
た
。

川
の
下
に
は
部
が
あ
リ
‘
部
に
は
郎

『明るい福祉の町づくり』
をti指して

企現在の宮崎「鹿島神社J

司
を
置
き
、
そ
の
長
吉
（
大
筒
）
に

は
土
着
の
豪
族
を
任
命
し
た
。
越
中

間
に
は
阿
波

・
射
水

・
婦
負

・
新
川

の
4
郡
が
置
か
れ
た
。

部
め
下
に
は
郷
が
設
け
ら
れ
た
。

L
a

い
れ

令

新
川
却
に
は
、
長
谷

・
ト心臓ゆ
・岩
瀬
・

十

B

H

U

は
勺
ゐ

、

〈

eH

七
九

市

る

大
刑

・
文
部

・
卓
持

・
鳥
取
・布
留
・

さ

ん
佐
味

・
川
仙
の
｜
郷
が
あ
っ
た
。
新

川
川
ト
郷
の
似
川
に
つ
い
て
は
、
凶
け

か
ら
よ
く
論
議
さ
れ
て
き
た
が
、
ま

だ
定
説
が
な
い
。

長
谷
郷

不
明
。
（
山
山
ぃ
山
民
一
以
・

太
凶
付
近
か
と
も
胃
、っ
。｝

志
摩
郷

品
川
刷
午
川
た
．
館
、
新
庄
一町

付
近
。
一札

μ時
代
に
嶋
郷
と
も
い
わ

れ
、
明
治
詑
年
か
ら
嶋
村
と
な
っ
た

地
肢
か
。

岩
瀬
郷

富
山
市
東
特
瀬

・
西
山
行
瀬

付
近
。

大
剤
郷

不
明
。
（
大
家
庄
説
と
立

山
町
寺
田
浦
朗
付
近
説
が
あ
る
。）

文
部
郷

不
明
。
（
入
普
じ
よ
う
べ

の
ま
付
近
説
、
上
山
町
門
店
説
、
滑

川
市
柳
川
胤
付
近
説
、
制
日
町
大
家
庄

説
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。）

車
持
郷

不
川
。

鳥
取
郷

不
明
。

昭和62年度の町社協事業と予算

明
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

昭
和
臼
年
度
事
業
計
画
と
予
算

が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
後
具
体
的
に
事
業
を
進
め

て
い
く
に
は
、
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
参
加
を
お

願
い
し
な
が
ら
、
心
ふ
れ
あ
う

悩
祉
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す。

主
な
活
動
の
内
谷
は
、

と
お
り
で
す
。

活

主

動

な

①
福
祉
の
啓
発
と
住
民
参
加
の
促
進

。
広
報
「
ふ
く
し
の
窓
」
の
発
行

。
新
成
人
私
利
用
制
社
民
械
の
発
行

。
社
会
一
前
社
大
会
の
開
催

。
各
純
資
料
に
よ
る
福
祉
の
教
立
と

住
民
参
加
の
呼
び
か
け

②
在
宅
福
祉
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
推
進

。
心
配
ご
と
相
紋
所
の
開
設

。
世
仰
い
民
生
資
金
の
取
り
被
い

。
一川
社
側
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
山
市

。
。
悩
社
ふ
れ
あ
い
祭
リ
の
開
俄

．
人
叫
し
主
人
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

サ
ー
ビ
ス
ム
穴
会

。
ね
た

5
リ
、
州
n木
性
主
人
也
問

。
歳
末
た
す
け
あ
い
事
業

。
一
一回mk縦
会

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
設
置
と
活
動
の
需
給
調
務

布
留
郷

不
明
。

佐
味
郷

制

H
町
山
崎
村
か
ら
リ
山
川

付
近
に
亙
る
。
現
伐
の
引
け
町
全
域

を
十
円
め
る
か
。

川
枯
郷

不
明
。

（
ト
ぃ
市
町
の
し
し
市

川
沿
い
の
山
畑
拠
地
借
説
あ
り
J

佐
味
郷
の
範
囲

宮
崎
の
鹿
島
神
社
古
河
九
里
門
家
の

旧
記
に
よ
れ
ば
、
鹿
白
神
社
は
山
来
、

佐
味
郷
の
惣
社
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

佐
昧
郷
と
は
、
宮
崎
村
、
境
村
、

笹

川
村
、
償
尾
村
、
市
保
吋
、
殿
村
、

下
山
付
、
来
志
野
村
、
道
下
村
、
一
千

柳
村
、
西
宮
原
村、

白
川
村
、
木
根

付
、
汗
木
村
、
級
生
村
、
内
山
村
、

浦
山
村
、
栃
屋
村
、
府
米
村
の
同
村

で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
を
地
問
に

万
し
て
み
る
と
、
明
日
町
山
附
を
い地

点
と
し
て
、
制

H
町

・
人
普
町
の
全

肢
を
含
み
、
出
…部
川
を
越
え
て
そ
の

同
時
に
及
び
、
内
T
A
小
川
町
の
内
山

・

浦
山
に
ま
で
延
び
て
い
る
。
ま
・」
と

に
広
大
な
ら
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
他
殺
引
J

一州
ト心
』
の
・刈

す
三
位
郷
の
範
聞
は
、
脱
出
神
社
川

記
の
記
す
と
こ
ろ
と
は
ぽ
同
じ
で
、

入
善
町
の
海
岸
線
に
あ
る
古
川
県

・ト
小

根

・
目
川
な
ど
を
含
み
、
黒
部
川
左

岸
の
荻
生

・
若
葉

・
栃
屋

・
浦
山

・

下
立
・内
山
ま
で
と
り
込
ん
で
い

る
。

右
の
状
況
か
ら
察
す
る
と
、
古
代

の
佐
味
郷
は
現
伝
の
朝
日
町
を
・
山1
心

と
し
、
人
需
町
の
全
部
、
剛
氏
部
市
の

東
北
部
、
下
奈
月
町
の
北
部
を
包
含

し
た
、
広
大
な
し
の
で
あ
っ

た
ら
し

い
。

た
と
し
、
そ
の
こ
ろ
の
川見
出
川

次
グ〉

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
め
発
掘
と
育
成
鵡

門
会

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成

③
善
意
銀
行
の
活
用
と
善
行
の
促
進

普
立
銀
行
の
川
市
川民
地

。
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け

昭和62年度朝日町社会福祉協議会予算

一川
状
地
は
附
発
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

そ
の
大
部
分
は
川
部
問
ト
・
八
か
瀬
の

絞
れ
る
に
ま
か
せ
た
無
人
の
荒
野
で

あ
っ
た
ろ
う
。

そ
の
後
し
だ
い
に
附
w仰
が
進
め
ら

れ
、
次
々
と
新
村
が
生
ま
れ
た
。
加

代
滞
は
、
行
政
の
便
宜
の
た
め
に
多

数
の
村
を
ま
と
め
て

「
郷
」
を
制
成

し
た
と
き
、

三
位
郷
の
中
か
ら
大
三

似
郷
、
入
嶋
郷
、
五
何
庄
、
藤
保
内

の
問
郷
を
分
立
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
・7
。

こ
の
考
察
の
根
拠
に
し
た
両
書
は

叫ん
に
江
戸
時
代
後
期
二
作
ら
れ
た
記

鈷
で
あ
り
、
一
千
年
前
の
状
況
と
同

じ
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
ー

た
だ
参
考
に
記
し
て
、
後
々
に
陥
え

る
の
み
で
あ
る
。

町
制
施
行
初
川
年
を
記
念
し

て
発
行
し
た
「
朝
日
町
誌
」
も

残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

朝

u町
を
見
直
す
手
だ
て
と

し
て
町
誌
を
読
み
ま
せ
ん
か
。

町
誌
を
購
入
し
た
い
万
は
、

役
場
総
務
課
、

秘
書
広
報
係
へ

連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
（
宮
お

1

1
1
0
0
内
線

2
0
4
番）M

m
g
町
誌

』hふれあいを大切iこした活動を展開

おたたま？い窓

おりtjとう

「~~＂ヰ； :l 
"'. ，..・， -n・

要•l"写ま ・d・
＠ 朝日町善意銀行

( 3月l18-4月10日）

－
ま
ち
の
歴
史

。

ら

執

務

室

カh

”
町
の
商
に
は
北
ア
ル
プ
ス
の
柏
崎

が
そ
び
え
ぷ
ち
、
北
は

uk小品川
の
荒

械
に
け
印
し
た
判
制
町
は
、
「山川

・
山
・

川
、
の
観
光
資
制
、
水
資
源
そ
し
て
税

と

林
資
制
に
忠
ま
れ
た
決
勝
の
地
で
す
H

ご

と
印
刷
し
た
名
刺
を
使
っ
て
い
ま
す
。

．
t
J
 

晴
れ
た
日
に
は
執
務
室
か
ら
制

H
岳

L

｛

2
、
4
1
8
vL
、
前
例
日’
K
山、

白
川
町

と

J

告
2
、
9
3
3
γ
）
な
ど
の
俊
峠
を

ひ

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
昨

の

年
の
秋
か
ら
北
陸
自
動
卓
道
の
ア
ス

長

フ
ア
ル
ト
工
事
に
使
、7
昨
わ
が
山
柏
…

町

み
に
さ
れ
、
せ
っ

か
く
の
民
観
を
尚

喫
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

北
陣
内
川
動
中
道
は
、
我
が
町
内
の
ト

ン
ネ
ル
は
す
べ
て
打
通
し
、米
年
の
供

則
開
始
に
向
け
て
、
今
年
の

5
川
ご
ろ

か
ら
舗
装
仁
れ
に
か
か
り
年
度
内
に

終
わ
る
と
か
。

一
n
d
U
H
r
い
聞
過
を

刷
う

ι叫
に
い
る
似
と
し
て
は
、
こ

い

4

ニ
は
代
悦
の
し
ど
こ
ろ
と
思
っ
て
い

こ

ま
す
。
ま
た
、
げ
A

明日東
側
の
空
地
を
舗

り

袋
仁
が
同
に
町
す
ニ
と
に
し
ま
し
た
。

と

昭
か

い
ご
瑚
解
を
お
刷
い

し
ま
す
予

ひ

な
お
、
庁
合
市
側
に
町
花
の
ツ
ツ

の

ジ
や
町
本
の
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
版

松

長

そ
し
て
友
好
都
市
釜
石
市
の
木
H

タ

守

プ
ノ
キ
H

な
ど
を
納
樹
し
て
町
民
公

闘
を
造
成
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
日
間
中
い
の
場
と
し
て
前
財
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
公
同
を
u凡
な
が
ら
、
同
十
〈
豊

か
な
緑
に
、
そ
し
て
北
ア
ル
プ
ス
を

思
う
が
分
は
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と

を
．
削
っ
て
い
ま
す
。

。長野 川上 ~t←さんから亡

安純子さんがr'iいもののつ

り践を貯めておられた剛氏

60、147円

。道下 ,If回登美チさんから

拾l：；，物報労金 46,462向

。三枚情高台J；久さんから

亡母弘ii工さんの供養として

詐典返しの一部 50,000円

。井ノ「l 斉藤明寸こさんから

5.000問

。
一
悩
祉
凶
休
会
織
の
間
協
と
述
絡
調

ーパ
。
悩
祉
団
体
の
活
動
立
M
M
H
悦
び
助
成

z

民
生
委
い
川
会
の
法
務

。
共
同
引
の
食
会
分
会
業
務

。
日
本
亦

1
～
千
社
分
区
業
務

。
福
祉
附
係
蒜
金
の
取
り
被
い

。
持
行
巡
動
の
わ
え
絞

④
組
織
の
整
備
と
活
動
基
盤
の
強
化

。
役
肌

M
M収
び
一
川
祉
関
係
行
の
研
修

。
祉
協
M
M
仙
の
促
進

。
侃
祉
事
業
抜
金
の
造
成

⑤
関
連
福
祉
事
業
の
実
施
と
福
祉
団

体
活
動
の
支
援

会計調益貨
600千円 4.6%

－
昭
和
白
年

5
月
号

＠
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…
利
引
年
度
的
主
保
険
料
及
び
附
初
日

川

家

庭

裁

判

所

か

ら

…
年
度
…
概
算
保
険
料
の
中
む
、
納
付
の

川
川

無
料
法
律
相
談
を
開
催

…
千
絞
さ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
時
期

E

問

5
月

i
uか
ら

5
川

7
日
ま
で
の

一
な
リ
ま
し
た
り

川

一
週
間
は
芯
法
週
間
で
す
．
日
山
地
…
・
」
の
年
位
史
新
の
千
杭
さ
は
、
が

川
ω

U
山
手
恒
件
以
判
刈
魚
川
ム
品
て
は
、

5

一
定
、
正
の
押
さ
ん
が
，
け
ら
似
険
料
を
り

酬
九

州

7
日
午
前
叩
時
か
ら
午
後
4
時
三
一
定
し
て
小
作
料
を
作
成
し
、

5
け
同

州

で
、
魚
津
サ
ン
フ
ラ
サ
の
：
－附
イ
ベ
一

け
ま
で
に
小
川
代
け
と
保
険
料
を
川
時

仰

ン
ト
ホ

l
ル
で
い
燃
料
法
印
州
政
所
を

…
に
此
市
リ
の
似
行
以
人
代
別
山
ペ

州
川
附
設
し
ま
す
。
お
託
料
に
相
談
を

…
郵
州
民
同
え
は
労
働
法
体
川
、
労
働
H
情

川小川弘
行
料
、

以
．M
U
保
険
ぷ
の
怠
け

川

行

政

監

察

事

務

所

か

ら

…
で
中
行
、
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

川
一
附
加
藤
八
郎
さ
ん
が
行
政
相
談
委
員
に
…

に
な
ゥ
て
い
ま
す
与
則

H
が
迫
る

E

附

加
桜
八
郎
さ
ん
（朝
日
町
的
2
4
3
一
九
窓
川
が
大
変
出
み
ん
円
い
ま
す
お

仰

E
む
f
2
0
6
3
｝
が
昭
和
白
年
4

…
い
め
に
泌
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
‘
7
ご

州
川

月

i
u付
け
で
総
必
庁
長
官
か
ら
、

一
協
力
く
だ
さ
い

。州

当
町
初
当
の
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

…

ぺ

，；

zeOOuj
－－色

γ
ι
・一

刊

さ
札
ま
し
た
。

…
黒

部

技

能

学

校

か

ら

山
川

行
政
相
談
委

u
i、
役
所
や
公
川

一
講
習
会
を
開
催

州州

等
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
つ
い
て
新

一
V
山
動
車
の
計
測
総
の
扱
い

H

L
μ
lal－－
I
l
l
i－
－
」

怖
や
袋
明
の

一

円
叫

5
川

M
・
同
日
、
午
前
9

－

一

日

淡

こ

し

心

じ

・

年

o
r
i
－－去

l
k
f
o
r

a
－
－
『

－

e
l
l

－

H
3
〆
J

’
’
｛
－

H
3
J
J

田
町

F

一
て
解
決
す
る

…

場
一
昨
黒
部
品
写
技
能
ハ
イ
校

’4

仰
U
F

一

』

h
宗

一

ゆ
窃

7
fして
…
V
切
削
理
論

』
，

一
い
ま
す
。

υ

日
時

5
月
お
－

U
・
お

・
お

・

ー

l
i
l
i－
－

L

相
談
は
無

…

泊

目

、

午
後
6
時

1
8
時

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
自
宅
あ
一
場
所
魚
津
地
妓
職
業
訓
練
セ
ン

る
い
は
電
話
で
も

受

け

付

け

ま

す

の

…

タ

｜

で
、
お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
日
V
自
動
車
電
装
品
の
基
礎

h

‘、白．‘
一1守’‘．’
．．
 
川J
1

一．．
 
‘5
！i

 

魚

津

税

務

署

か

ら

…

時

却

分

，

I
午
後
4
時
叩
ω
一分

国

税

専

門

官

を

募

集

…

場

所

叩
’…部
宵
同
等
技
能
学
校

V
受
験
資
格
：・
昭
和
お
年
4
月

2
日

日

詳
し
く
は
、
黒
部
高
等
技
能
昌
子
校

1
昭
和
引
年
4
H
1
日
生
ま
れ
の
人
…

（
告
白
1
0
2
5
1
）
へ
。

V
受
付
期
間

5
川
同
日

1
5月

n
h
j
i
l
i
l
i－
－
：
；

H

…
青

年

団

か

ら

V
試

験

日

第

1
次
試
験

7
月
日

…

青
年
織
会
に
参
加
を

日
（
よ
）

・
7
月
日
日
（
円
）
、
第
2
次

…

町

政

の

仕

組

み
ゃ
級
会
ル

l
ル
を

試
験

9
月
刊
日

1
9
月
見
臼

…
小
ぴ
、
肉
分
の
手
で
住
み
良
い
町
づ

V
問
い
合
わ
せ
先
魚
津
税
務
署
（
魚

…
く
り
の
実
践
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

津
市
北
鬼
江
3
1
3
番
地
の

2
S
M
H

申
し
込
み
は
、

5
月
日
日
ま
で
に

H
1
3
7
0
）

…
朝
日
町
連
合
背
年
団
（
官
邸
I
1
5

日
6
0
）
へ
。

…
美
化
奉
仕
活
動
に
参
加
を

5
月

M
目
、
青
年
団
で
は
美
化
奉

…
仕
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
。

名

ゾリ

tut先 ・lf ) 

-If 

泊！灯

製

石

ιa 
no 

用

に’JlU 

日

労 官
事 働 守 ε
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芸受労！…… ． 
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局！
か；
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労
働
保
険
昭
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a人

持.i!f1ill1.I"!( 

食lLf 
に
は
、

！

年
に

2
M
の
引
の
内
川
悦

純
般
公
」
が
塑
柑
心
的
だ
と
ま
で
・湾

わ

れ
る
よ
う
に
f
A
り
ま
し
た

と
ニ
ろ
が
、
内
問
持
般
先

｛
川川カ

メ
ラ
）
は
「
市
し

い
だ
ろ
う
し
と
越

け
よ
・
7
と
す
る
人
を
多
く
見
交
け
ま

す
の

『胃
が
ん
』

5月のけんこう

円山口
ん
は
、
決
し
て

・

『
不
治
の
納
い
で
川
崎

一

あ
り
ま
せ
ん

いいl
川
u
J

料開

・
叩
則
的
療
を
受
け

L
1
、
必
A
q
的
り
ま
す

近
年
、

川川
か
ん
で
亡
…

く
な
る
人
は
、
少
な
く

一

な
り
て
き
て
い
ま
す
，

そ
れ
は
、
い
い
時
期
に

同
日
が
ん
を
発
見
し
、
ぷ
引
く
，
一
削
機
（

T
…

術
）
を
長
け
る
人
が
多
く
な
ゥ
て
き

い

て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
c

さ
て
、
同
同
が
ん
は
‘

大
き
く
な
る

と
食
欲
不
桜

・
版
痛
な
ど
の
拍
状
が

山
山
て
き
ま
す
が
、
初
期
だ
と
い
航
状
が

な
い
の
が
汗
辿
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
同
が
ん
の
「
ザ
削

・

み
断
の
た
め
に
は
、
杭
状
の
有
無

…

協
力
者
名

3
月
実
施
分

に
か
か
わ
ら
ず
、
定
期
的
に
円
の
検

ぃ
宮
崎
地
区

山
川
村
波

併
を
受
け
る
こ
と
が
非
常
ド
大
が
に

…
笹
川
地
区

竹
内
皆
、
折
谷
山
山
、
小

な
り
ま
す
。

…

林
隆
二
、
深
松
明
子

胃
の
検
査
方
法
に
は
、
レ
ン
ト
ゲ

一
泊
一
区

大
蔵
清

一、

吉
本
利
夫
、

ン
検
査
法
と
内
視
鏡
検
査
法
（
胃
カ

…

武
田
則
昭
、
島
端
俊
則
、
大
村
康

メ
ラ
）
と
が
あ
り
ま
す
が
、
初
期
の

い

範

回向
が
ん
を
診
断
す
る
に
は
、
内
視
鏡

…
泊
二
区

舟
川
一
俊
、
山
田
義
光
、

検
査
の
方
が
優
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

一

角
丸
弘
之
、
米
国
芳
男
、
村
口
憲

は
、
今
で
は
内
視
鏡
検
査
で

5
ミ
リ
…

二
、
魚
住
智
子
、
寺
田
幸
雄

躍
の
極
く
小
さ
な
が
ん
の
診
断
が
可

一
泊
三
区

大
平
勝
美
、曜
日
（
和
三
郎
、

能
に
な
っ
た
か
ら
で
、
こ
の
内
悦
鋭
…

岩
図
正
敏
、
制
深
美
栄

f
、
羽
深

検
伐
の
進
歩
が
聞
け
が
ん
の
死
亡
率
を

け

松
英
、
中
島
敏
靴
、
舘
美
幸
、
岡
本

低
下
さ
せ
た
と
一
古
っ
て
も
地
」
で
は
…
千
存
、

同
透

な
い
と
い
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
υ

五
箇
圧
地
区

絵
凶
誠
、
河
村
恭
チ
、

近
年
、
円
が
ん
の
鼎
則
発
M
ん
の
た
め

…

古
川
江
ぶ

U
、
成
凶
勝
訂
作
、
与
閉
鎖
、

山
手
妙
了
、
伎
役
千
円
附

…
南
保
地
区

谷
凶
庁
、
川
上
誠

一
、

小
林
政
子
、
消
水
兵
一

…
山
崎
地
区

湯
口
修
、
牧
野
隆
弘
、

小
杉
欣
史
、
九
里
俊
彦
、
久
保
田

淳
チ

一
大
家
圧
地
区

中
島
友
弘
、
坂
口
啓

治
、
藤
田
暁
美
｛
佑
名
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

g
い
ま
し

た
。 し

か
し
、
か
ん
を
的
保
す
る
に
は

「
小
山
花
見

・
小
則
的
彬
か
一
裕

の
↑
刀
法
て
す
‘
少
な
く
て
も
一
年
に

l
川
は
、
川
け
の
内
川
悦
鋭
牧
伐
を
交
け

て
ほ
し
い
も
の
で
す

一早
期
党
比

が
ど
ん
な
必
に
も
係
る
と
い
う
こ

と
を
お
い
」
位
れ
な
く

泊
病
院
外
科
医
長

麓｝

耕
平

震

の
語文

血

，，る，，；〆，、。、，，，＿ ，
必み泌4泌総詩書~，；；v•

暮らしの中の安心マーク

rs Vマーク」をご侮じですか。
包ーヲア e パ...~ ム ＂＇~ ,. ’ータ

‘Safety Vacuum Oottle Markφ （安全

な秘法びんのマーク）の略で，魔法び

んについているマークです。

これは， 全問魔法瓶て業組合が，消

費者の安全を鍬保し．司王般の発生を！坊

ぐためにつくった向主安全法部（魔法

びんの安全性の峨保に｜期する tl~~~ ）に

合致した商品だけにつけられるもので

す。

7つの基準

安全必憎は 7つめrttAからできてい
ます。① r転倒に附するJ炉供」でIt,

卓上用魔法びんは15度，携帯用魔法び

んは10度傾けても転倒しないことが基

準になっています。そのほか．②構造

に関する基懲③吐出に閲する ），！；惟④中

びんの強度に附する恭敬⑤尚漏れに関

する基準⑥食品l~~t:.に｜期する悲惨．⑦注

怠事項の表示に閲する基準があって．

すべての条件をi前たした製品だけにS

Vマークが付けられます。

補償制度も

マークがついている尚品は安全性に

優れていることのひとつの目安です。

しかも万一併故が党中．し＇ il'i'l~ 者に｛紡

苦・を与えたときは.1ilifi'¥alll／支がありま

す。

承認番号00-00 
全国魔法瓶工策組合

情SVマーク砂

－
く
ら
し
の
情
報
室
。

一ihケ「
E
E
ω

、，J
罰
事
』
『
札

＼
降
車
凶
｛

止
A
1

車川

e
d
明
司
L
Z

『メ

」

Z
J
～
用
ロ
聞
に

）ヨνご
注
意
を
／

て

i

冷
川
胤
時
、
炊
似
緑
、
い
州

除
機
な
ど
、
わ
た
し
た
ら
の
や
川

γ

返
れ
用
品
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

と
ミ
ろ
が
、
昨
年
末
ご
ろ
か
ら
、

凶
の
安
全
認
吋
を
受
け
て
い
な
い
、

相
思
な
電
気
用
品
が
市
場
に
出
回
り

始
め
ま
し
た
こ
れ
ら
の
な
か
に
は

使
用
小
、
発
火
し
た
リ
、
感
電
す
る

わ
ね
ぞ
れ
の
あ
る
も
の
も
み
つ
か
っ
て

い
ま
す
こ
の
よ
う
も
川
忠
品
を
口

わ
な
い
た
め
に
ほ
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
4
う
か
ら

押
さ
ん
は
、
マ
マ
ー
ク
ト
⑤
マ
ー

ク
を
ご
ト
什
知
で
す
か
。

ニ
稲
類
の
マ
ー
ク
は
安
全
を
保
証

一
．
つ
の

マ
l
ク
は
、

吋－屯
μ
A
刷
H

山

取
締
法

μ
ル
づ
き
、
作
日
刊
の
倹
伐

を
し
た
・7
・
え
で
川
の
定
め
た
安
全

m

mに
治
合
し
た

U
一河
川
u
川
に
付
け
ら

れ
る
・
し
の
で
す
川
内
で
版
光
き
れ

る
．
屯
以
刷
品
は
、
ニ
れ
ら
の
マ

l
ク

が
付
い
た
ら
の
で
な
け
れ
ば
版
売
し

て
泣
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
て
い
ま

す
。
無
表
示
の
電
気
用
品
は
事
故
に
：

と
こ
ろ
が
、
最
近
こ
の
マ
ー
ク
め

な
い
州
悪
な
託
れ
刷
白
川
が
市
場
に
出

川

り
て
い
ま
す

今
年
の

l
月
に
油
断
陀
業
中
η
・
小沢

倣
エ
ネ
ル
年

l
山
げ
が
、
全
同
の
大
川
悦

牧
山
本
・古
川
代
H

川
似
必
白川
河
山
川
加
を
同
州
伐

し
た
と
こ
ろ
、
守
マ
ー
ク
や
⑤
マ
｜

ク
の
付
い
て
い
な
い
電
気
ス
タ
ン
ド
、

ア
イ
ロ
ン
な
ど
却
品
目
、
日
機
種
の

電
気
用
口
聞
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

こ

れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
無
表
示
の
電

気
用
品
に
つ
い
て
試
験
機
関
で
調
べ

た
と
こ
ろ
、
ふ
？
っ
に
使
用
し
て
い

て
も
漏
電
や
シ
ョ
ー
ト
が
起
こ
り
、

火
災
や
感
電
な
ど
の
事
政
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
が
み
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
屯
気
用
品
は
、

悶
内
製
品
の
半
値
か
ら
三
分
の
一
以

下
の
航
段
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

購
入
時
に
は
マ

l
ク
の
チ
ェ
ッ
ク
を

な
ぜ
、
』
め
よ
う
な
悩
段
で
版
売
で

き
る
の
で
し
ょ
う
。

ひ
と
つ

に
は
、

悪
質
業
者
が
マ
ー
ク
の
認
可
を
取
得

す
る
費
用
を
浮
か
し
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

安
い
値
段
に
つ
ら
れ
て
買
っ
た
粗

悪
な
電
気
用
品
｜
｜
火
災
や
人
身
事

故
を
起
こ
し
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま

す
。
電
気
用
品
を
買
う
場
合
、
必
ず

マ
マ
ー
ク
や
⑤
マ
ー
ク
の
確
認
を
。

紙
上
交
換
コ
ー
ナ
ー

求
め
て
い
ま
す

円

v
二
段
ベ
ッ
ト
（
畏
〈
使
え
る
も
の
）

問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
は
、
総

務
総
広
報
係
へ
。
ま
た
、
「
蛾
り
た
い

も
の
」
や

「求
め
た
い
も
の
」
が
あ

れ
ば
、
同
じ
く
広
報
係

（
官
邸

H
I

1
0
0
内
線
2
0
4
4伶
）
ま
で
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

－
昭
和
白
年
5
月
号
。



朝
日
町
体
育
協
会

ω年
度
役
員
と
事
業
計
画
決
ま
る

3
月
刊
ω
目
、
朝
日
町
体
育

協
会
の
総
会
が
附
似
さ
れ
、

昭
和
位
年
度
役
員
と
事
業
計

画
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
臼
年

度
総
合
優
勝
と
ス
ポ
ー
ツ
桜
興
に
汽

敵
さ
れ
た
方
々
の
表
彩
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

役

員
会

長

刷

会

長

8
月
9
日

5
月
口
日

5
片
羽
目

6
月

M
a

7
月
4
日

7
月
お
日

事
業 ，e
計 ’
画

成
能
…安

正

（

山

崎
）

滋
松
実
（
体
一

川
）

本
村
刺
制
力
（
泊
三
区
）

広
田
読
（
大
家
庄
）

付

μ
梢
朗

（一山・

一一区
）

水
島

一
友

（

境

）

源
地
充
旅

（南

保

）

的
川
日
出
幼
子
’
川
崎
）

林

正

康

（大
家
庄
）

土
井
宏
川

（市
川
体
）

12 11 11 10 9 8 
月月月月 月月
6 24 8 29 20 19 22 
日日日臼臼 ・ 日

m…
事
長

副
理
ド船
長

II 

臣’．
""・ 

ヰ（

II 

3月18日～4月17日｜
佐々木一雄（日東紡総聖子球部）

阿島義弘（）ぷ住地区体育協会）

寺凶芳男（泊二区体行協会）

向島久子（大家庄スマイルクラブ）

1・ir谷みち （（泊婦人バレークラブi
C> tiのぽの1日 （60歳以上）
黒1反伊三次郎（朝日間ゲートボール協会）

水品文了（マロヤカ公1

1とIi.富美ー（（さわやかビーチ7ラプ）
特別賞

C>スポーツアイディア賞

制日町体行指導委員協議会 （ピーチ

バレーボールの」写楽と普及）

勤続銀等： 本間斉（ 1分団部長），鍋！：：；

{!r.ー （1 分団班長 ）， 水~If’義員lj ( 1分間

班長），安達義信（ 1分間団長），北山龍

男 （1分団団員），藤井正明（ 1分間阻l
員）、字回栄造（ 3分団団員），di水英伝
( 3分団団員），山田登（ 4分間団員），

末上宗作 （6分団団員），7]<.&,j昭二 （6 

分団団員）．宮内相彦 （6分団団員），主
官員lj( 6分団団員）

3月30日
富山県スポーツ奨励賞

3月20日
優良農家及び農業団体表彰

町
民
軟
式
庭
的
吋
大
会

朝
間
針
味
大
会

町
民
テ
ニ
ス
大
会

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
、
町
民
点
球
大
会

町
内
対
抗
ソ
フ
ト
大
会

朝
日
待
査
山
、
町
民
夜

間
サ

ッ
カ
ー
大
会

町
民
野
球
大
会
、
問
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
公

務

4
回
全
国
ピ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
減
将
大
会

夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ト〈
会

町
民
駅
伝
競
走
大
会

伐
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

町
民
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
、
町
民
柔
道

大
会
、
町
民
バ
レ
ー
ボ

ワル
什
付
弓
f
U
U

3
同
月
日
日

レ
c

f

パ

」
ノ
／
ふ

町
民
ス
キ
｜
大
会

町
民
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

レ

し
＼

L
t

l

，d
＝
 

昭
和
引
年
度
総
合
成
績

挺

勝

大

家

山

地

区

次

勝

泊

二

区

参

勝

五

筒

庄
地
区

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

ム
約
3
0
0
人
の
選
手
の
参
加
を
得

て
、
部
1
回
老
人
制
祉
セ
ン
タ
ー
杯

ゲ

l
ト
ポ

l
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
中
に
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
ば
か
リ
で
な
く
、
刊
代
の

新
い
選
手
の
参
加
も
あ
り
、
和
や
か

な
中
に
も
熱
気
み
な
ぎ
る
大
会
と
な

リ
ま
し
た
。
成
山
制
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

h

必ず－，A’a
 

表
彰
受
賞
者

川
総
常
助

（泊

～
区
）

居
波
宏
作

（泊
三
区
）

卜
’
川
忠
f
（泊

一
一似
）

時限
川
治
美
（
松
三
区
〉

，m
k子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ク
ラ
フ

レ
ッ
ド
ス
パ
ロ
ー
ズ（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

新
し

体
育
指
導
委
員

間
門
町
教
行
委

μ
会
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
の
笑
技
指
導
や
助
言
を
し
て
い

た
だ
く
体
育
指
導
委
員
を
次
の

H
々

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
お
れ
特
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

水
。
い
川
忠
彦

（岐
）、水

嶋

正

｛山

崎
）、浜
町
消
述

（店
崎
）、
小
林
英
牛
島

（笹
川
）、
氷
見
徳
太
郎

（泊

一
区）
、

双
川
稔

〈リ山

一
民
）、丸
岡

一
栄

（山

一
区）
、内
山
之
夫

（泊
二
区
）、水
’品

俊
夫

（泊
二
区
）、
水
嶋
美
津
，
十

（泊

二
区
）
、森
野
市
中
チ

（泊
二
区
）、
検
山

3月30日
「朝日町の農業Jスライド版完成

II｛｛和58年度に作成した社会科高！JM~本

「制LIll!Tのj良薬」のカラースライドが

完成し．町内各小中’γ：校の机聴覚教判
として何己付しました。

これは，本ではなかなかっかめない

農家の働く様子や作物の状況を紹介し

たらので， 「米つくリ」 「 ~Ill作」「宙産J

「析しい農業」の4msからな 1)• スラ
イドを見むがらいっしょに民業につい

てY；えてむら必うというものです。

4月5日
野球協会員ら勤労奉仕

三
明
（泊
三
医
）、以
山
修
｛泊
三

K
）、

越
沢
ケ
イ
子

（泊
三
区
）、
新
田
敏
級

（五
箇
陀
）、
篠
田
邦
夫

（五
箇
陀
）
、

山
本
消
作

（出
似
）、
江
端
孝
縦

（山

崎
）、
柳
沢
伸

一
（
大
家
作
）、
肉
食
士口

樹

（大
家
比
）

2 

山
崎
寿
チ
ー
ム

泊
中
央
B
チ
l
ム

南
保

B
チ
ー
ム

3 
3
位
に
入
賞

一
精
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

3
Hバ
幻
日
、
羽
山
県
営
武
道
館
で

開
催
さ
れ
た
第
7
回
全
開
少
年
柔
道

大
会
富
山
県
大
会
で
、
当
町
の
一
精

采
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間

（代
表
者
刻

印
紀
久
〉
が
健
闘
し
3
位
に
入
賞
し

中
？
し
ト
コ

優
勝
は
山
崎
。
寿
。
チ

l
ム

3
月
口
日
か
ら
3
月
初
日
ま
で
の

4
日
間
に
わ
た
け
、
名
人
制
社
セ
／

タ
l
ゲ
ー
ト
ポ

l
ル
場
て
、
お
チ

i

この凶，明円町里i’J求協会只や審判日I>
H，各チーム選手ら約40人が参加して，
l自11廿念合グラウンドと小丸Illグラウン
vの盤備や維車取リを行L、ま した。
Vクラウンドの整備に汗流す協会員

企のびのび貧lご輝い定4人（町で信達）

地域でスポーツに励んでいる人たち

を表彰する富山県スポーツ奨励賞の授

与式が．この日高山県！？で行われ，当

開jでは一般賞18人，特別賞l団体が受

賞されました。

一般賞

C>のびのび賞（小学:t.)

狩谷現叢UL筒杭iニパススポーツ少年間）

能島克典（大家11川γカースポーツ少年団）

字回良彦（ー絡柔道スポーツ少年団）

谷口 HH従谷ラグピースポーツ少年団｝
C>はつらつ賞 (19歳～29歳）

金井彩 （朝日 スキークラブ）

下沢博之（納日目Iバスケットボール協会）
荒尾一成（朝日目1T野球協会）

問品 明(i自パスケットスポーツ少年間）

C>さわやか賞（30歳～59歳）

室 清志（泊柔道スポーツ少年団）

舟橋 誠（朝日剣道スポーツ少年団）

...優秀な農家が一堂に会した表彰式

昭和61年度に優秀な成果を収めた農

家と農業団体が、このMl県農協会館てコ

米作選賞と農業i謹賀を受賞されました。
II汀関係の受賞者は次のとおりです。

米作改良選賞（県米作改良対策本部長賞）

0米つく I）優良生j著者大村｜；条一（沼保）

0米作改良優良生産団体

-JH・川新生産組合

農業選賞（県農林漁業娠興会長賞）

0大！.iーの部 近藤清一（長野）
。麦作集団の部下山新生産組合

3月26日
岐車県古川町ビーチパレー視察

ニの日午後 61時30分から'F¥I崎小学校
講堂て＼五崎Bv Cの皆さんの協力を
仰て，岐阜県宵川町婦人ピーチノ〈レー

クラブ貝4人が実技研修を受けました。

特に‘宮崎Bv C秘伝の＊サーブH

V実授を研修する古川町クラブ員

星

山内

崎

上

問

中

草

野

平
柳
一
区

桜

町

車

野
下

山

新

金

山
符

刷 お
す
こ
や
か
巴

高

高

剛

二
女

絵

大

村

進

長

女

望

深
松
政
一
長
女
結
伴

西
凹
弔
幸
長
男
縫
い
H
U

M入
門

U
正
澄
長
女
友

利水

笹
原
良
一

二
女
志
央
皐

越
川
勝
俊
長
男
俊
太
郎

清

水

究

三
女

智

子

出
水
仁
叫

長

男

太

朗

J

仏
間
博
文
以
女
友
盟
歌

お
し
あ
わ
せ
巴

「境｛子
奈
月
町

「
小泉
紫

野

戸
東
家

野

「
淀
川
一
－
j
回

｛

殿

町

「

桜

町

戸
末
広
町

世

早

野

戸

草

野

「
草

野

｛
草

野

｛
南

保

越

ケ
入

善

町

（
別

町

「
池
谷
町

－M
山

市

「
金

山

－
三
条
市

「

止

連

防

回

戸
入

，
挙
向

山上中黒普 i阜中 i皇追 i可南大金橋僑沓水

忠

昭

真
祐
美

秀

夫
多
美
恵

政

夫

紀
代
美

良

一

雅

子
酔
す

博

子

卓

司

真
智
子

記

章

川
恵
利
子

品

勉

村

総

子

本

勲
坪

信

子

宮
ロ

倍

凹

浩

美康

明

美
由
紀

回分村分分合茂 森森 本本掛！；』

多住中亀 吉

自回

ご
め
い
ふ
く
を

節目笹

川

上

横

尾

荒
川
四
丁
目

桜

町

竹

の

内

羽

入

山

崎

新

三

枚

僑

藤

塚

に
l

時
J

－

m釦
$

繁
（花）

い

と

（肝）

は
り
ゑ
（
部
）

き

く
（制）

竹
次
郎
（部
）

す

い
（日
）

喜
由
（
前
）

義
秀
（
的
）

と
き
（
部
）

啓

次
（部｝

川

伊

佐

官（
幻
）

・
昭
和
位
年
5
月
号
⑪

沢藤 山小 江高 魚、村折水

口坂側出 i掌上谷 J；占｝頼本凶



朝日町立中央図寄書官

本
の
紹
介

「
部
活
と
勉
強
は

両
立
で
き
る
」

き
し
さ
と
る

小

島

勇

「
部
泊
と
勉
崎
、
が
刷
立
し
な
い
で

困
っ
て
い
る
」
と
い
う
父
母
の
皆
さ

ん
や
中
学
生
一
の
た
め
に
、
両
立
さ
せ

る
条
件
、
集
中
的
勉
強
法
か
ら
部
活

Eヨ月 E司表 I~！＇’

笹川焼三峰窯

の
あ
り
方
ま
で
、
子
ど
も

一
人
一
人

が
生
き
る
部
活
づ
く
り
に
的
熱
を
燃

や
し
て
き

た
二
人
の

顧
問
教
師

－

ZLtリ

A
H
4品
F
刷
C
M
W
V

を
あ
げ
て

答
え
て
く
れ
ま
す
。

ア
ニ
メ
絵
本

「
よ
い
こ
の
名
作
館
」

国
際
情
報
社

幼
児
期
に
読
ん
で
あ
げ
た
い
世
界

の
名
作
が
却
話
（
全
日
巻
）
の
っ
て

い
ま
す
。
ア
ニ

メ
手
法
の
美
し
い
画

面
が
、
チ
ど
も
た
ち
の
夢
を
ふ
く
ら

ま
せ
、
ゆ
唱
副
司

essaea濁
a’S
%副

た

か

な

心

治

相

臨

J
一概

を
育
て
ま
叩
聞
い
V
W
縄
問
J
A

す
。

wlrH
じ

警し

本

男

と

女

は

泌

総

泡

話

清

水

両

彦

私

と

つ

れ

あ

い

村

山

リ

ウ

見
上
げ
れ
ば
い
つ
も
背
主初
回
絵
衣
子

源

氏

物

語

の

女

性

た

ち

秋

山

鹿

娘
と
ね
の
た
だ
今
の
ご
立
見佐
藤
愛
子

茶
断
ち
柄
断
ち
女
断
ち
野
坂
昭
如

第

三

の

純

治

危

機

牧

針

外古
川
服
来
寸

お
し
ゃ
れ
な
お
に
主
り
大
好
き

世
界
文
化
社

人
気
の
お
べ
ん
と
う

主
い
怖
と
生
爪
社

い$争
、

ラ綿
ブ 1) ~ 
た Ij、
ソし、
ンの 説
グ）

カ《

戦

え
月来夏阿 n'Jl五川る庄
山樹刀磁岩木西日｜；野
周静回 i J 1~ 匝：兵
ヰドチ出 i苓枚之官員l 代

上
下

四
李

・
波
留
子

秋

色

上

下

沈
け
ば

・
花
綜
人
形

花

の

図

鍛

よ

下

孤
独
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ

本
一
昨
し
ぐ
れ
町
物
訴

山
川
の
ピ
ア
ス

川力
の
純
情
集
問

恋
を
数
、
え
て

竹

河

盟

阿

久

悠

佐
総
正
午

れ
ん
げ
読
書
会

5
月
日
日
（水
）

午
後
1
時
却
分
i

会

場

福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
室

テ
キ
ス
ト

「
厭
が
ら
せ
の
年
齢
附
」

丹
羽
文
雄

日

時

鎗

.0. 
Z玄

留

の

日

時

5
H月
初

U
（水）

午
後
l
吋
泊
分

1

福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
主

4
2
 

場、

V
5
川
l
H
〈令
ぃ）
1
5
月
は
日
（
ト小）

は
「
こ
ど
も
読
書
週
間
」
で
す
。
ブ

ル

l
ナ
め

「
ニ
ど
も
が
は
じ
め
て
で

あ
う
絵
本
」
な
ど
、
図
内
館
に
は
楽

し
さ
い

っ
ぱ
い
の
児
輩
蓄
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
い
ま
す
。
大
い
に
利
用
し

て
く
だ
さ

い
。

泊町の茶の泌の愛好家が約 170年前

の文化年間に，宮崎城跡の西科而．九

谷（ココンタン）に黛を設け，金沢九

階掴…を招開園・司E夢唖空軍・ いて茶総を焼い
··~画面温圃・ たといいます。

~） d\ll圃・・・・ その後．この
1九統起園田園 祭l地絶えてい
’ ~盟国・幽圃・・ ましたが，笹Jll
l ’ーー一一一 ーー 地区の心ある人

A作昂を手に旬内さん夫妻 々が笹川俊とし

て訴興。 町では，この笹川焼の普及に

あたり，昭和50年11月に山村振興事業

の一環として笹川陶芸娯楽センターを

設置し，焼物の附Mi戸市から指導者を
招きました。現イじ このセンターで訪

れた人の指導や作陶に励んでおられる

のは．新潟県名立町出身の竹内景さん。

竹内さんは，昭和51年愛知県祭業訓

練校を卒業したあと．瀬戸市で日展胸

三芸家に師事。＂~相56年から笹川へ。

「注文に応ヒて，傘立てから小さい

ものでiふさかずきやぐい飲みまで何

でも作ります。手作りだからあまり数

は作れないけど．山分が気に入ったも

のを作るには，その方がし、し、のかもし

れないねりと作陶の心意気をチョッピ

リ倣以。また，「斜：川は．人情l床が厚い

しLi：み良いところて”す」とi仰IIが随分
気に入っておられるようでした。

<3月10日～4月10日〉

I>米京都新宿I孟の削価学会さんから大家

庄小学校へ，児童図i!}300itせ（413.000円

相当）

ご寄付を
ありがとう
ございました

－
昭
和
白
年
5
月
号
＠

V
笹
川
陶
芸
娯
楽
セ
ン
タ
ー
の
竹
内

さ
ん
の
取
材
に
判
っ
た
折
、
あ
る
夫

必
と
一
紡
に
な
り
ま
し
た
。
編
集
子

が

「
広
報
の
も
の
で
す
が
、
竹
内
さ

ん
写
真
を
綴
ら
せ
て
く
だ
さ
い
U

と

言
う
と
、
械
か
ら

「広
報
の
万
で
す

か
。
全
凶
に
は
い
い
広
報
が
あ
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。
広
報
相
当
は
何
人
い

る
ん
で
す
か
U

「一

人
で
取
材
し
た

り
編
集
し
た
り
し
て
い
ま
す
己

「で

も
あ
れ
だ
け
立
派
な
こ
と
を
件
い
た

ん
だ
か
ら
頑
張
ら
な
き
ゃ
ね
」
と
ご

主
人
。
制
集
ι3は

f
え
っ
H

と
思
う

と
同
時
に
、
本
当
に
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。

V
わ
ず
か
ロ
ペ

ー
ジ
の
務

ぺ
ら
な
広
報
紙
で
す
が
、
隅
か
ら
隅

ま
で
読
む
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

｝
？
主
人
は
、
広
報
あ
与
ひ
の
肢
末
尾

に
柑
載
し
て
い
る
広
報
車
（
4
月
号
）

の
内
容
を
話
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。

制
集
子
の
っ
た
な
い
維
感
ま
で
読
ん

で
い
た
人
が
お
ら
れ
た
の
で
す
。

5

月
号
は
、
選
挙
の
関
係
で
例
月
よ
り

4

B
ほ
ど
遅
れ
て
編
集
に
取
り
掛
っ

た
の
で
す
が
、
あ
の
一
言
で
元
気
百

倍
、
発
行
は
遅
れ
ず
に
消
み
そ
う
で

す
。

0
0さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
広
報
あ
さ
ひ
を

よ
ろ
し
く
。

男 8.758(-2）女 9.791（ー15）計 18.549（ー17）世帯数 5.087 （ー 7)( 4月1日の人口〕


